














自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面）

　①現状

　【前年度 （　　令和 ４　　年度）　実績】

 　　産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

 自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

－ ｔ　 ｔ　

　（これまでに実施した取組）

－

　②計画

　【目標】

 　　産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

－

　①現状

　【前年度 （　　令和 ４　　年度）　実績】

 　　産 業 廃 棄 物 の 種 類 　汚　泥（乾　燥）

ｔ　 ｔ　

　（今後実施する予定の取組）

－

 自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

－ ｔ　 ｔ　

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量

18,802.19 ｔ　 ｔ　

　（これまでに実施した取組）

　　　天日乾燥床の上澄水を引抜き、乾燥促進により含水率の低下を図る。

　（今後実施する予定の取組）

　②計画

　【目標】

 　　産 業 廃 棄 物 の 種 類 　汚　泥（乾　燥）

 自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

－ ｔ　 ｔ　

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

19,683.0 ｔ　 ｔ　

　　　委託処分量を減量するため、天日乾燥床の上澄水を引抜き、乾燥促進により

　　含水率の低下を図る。






















